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一般社団法人日本原子力学会 標準委員会 原子燃料サイクル専門部会 
第 55 回 リサイクル燃料貯蔵分科会（F4SC）議事録 

 
１．日時   2021 年 4 月 27 日（火） 9：30～12：00 
 
２．場所   Webex によるオンライン会議 
 
３．出席者  （順不同，敬称略） 
（出席委員）浅見（副主査（主査代行）），白井（幹事），松本（務），松岡，大岩，清水， 

山根，影山，亘，島，澤（11 名） 

（代理出席委員）伊藤（楢崎代理）（1 名） 

（欠席委員）木倉（主査），松本（光），北瀬，小佐古（4 名） 

（常時参加者）石川，広瀬，本田，樋口，下条，堂守，蓬田，村松，工藤（9 名） 
（欠席常時参加者）木下，高橋（2 名） 

 
４．配付資料 

F4SC55-1 第 54 回リサイクル燃料貯蔵分科会議事録（案） 
F4SC55-2-1 標準委員会の活動状況 
F4SC55-2-2 原子燃料サイクル専門部会活動状況報告【抜粋】 
F4SC55-3-1 第 85 回原子燃料サイクル専門部会議事メモ（85-3 関係） 
F4SC55-3-2 第 83 回標準委員会議事メモ（83-3-05 関係） 
F4SC55-4 公衆審査結果について 
F4SC55-5 リサイクル燃料貯蔵分科会作業会１の作業進捗状況報告について 
F4SC55-6-1 “使用済燃料中間貯蔵施設用金属キャスクの安全設計及び検査基準：202X”

標準改定原案に対する事務局コメントへの対応について 
F4SC55-6-2 使用済燃料中間貯蔵施設用金属キャスクの安全設計及び検査基準：202X 公

衆審査用からの改定版（抜粋） 
F4SC55-7 使用済燃料中間貯蔵施設用コンクリートキャスク及びキャニスタ詰替装置

の安全設計及び検査基準改定に向けた対応について 
 
 

参考資料 
  F4SC55-参考 1 標準委員会 専門部会運営通則 
  F4SC55-参考 2 標準作成ガイドライン：2020 
  F4SC55-参考 3 標準委員会 用語辞典：2019 
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５．議事 
  幹事より，開始時の出席者の確認が行われ，決議に必要な委員総数の２／３以上の委員数

を満足している旨の報告がなされた。 
 
（１） 前回議事録確認 

 前回議事録（案）として F4SC55-1 の確認が行われ，コメントなく了承された。 
 

（２） 標準委員会等の活動状況について 
 白井幹事より，F4SC55-2-1 及び F4SC55-2-2 に基づき，標準委員会及び原子燃料サ

イクル専門部会の至近の活動状況について報告がなされた。 
 幹事より標準策定５か年計画については，ガイドラインに基づき PDCA を回して改

定していくものとの補足がなされた。 
 

（３） 原子燃料サイクル専門部会及び標準委員会の審議結果について 
 白井幹事より，F4SC55-3-1 及び F4SC55-3-2 に基づき，原子燃料サイクル専門部会

及び標準委員会での金属キャスク標準改定に係る審議結果について報告がなされた。 
 標準委員会決議投票時に受付けた３名の意見に対するコメント対応案が了承され，公

衆審査への付議がなされた。 
 

（４） 公衆審査結果について 
 白井幹事より，F4SC55-4 に基づき，金属キャスク標準改定に係る公衆審査の結果，

「ご意見なし」との報告がなされた。 
 

（５） 作業会１の活動状況等について 
 松本（務）委員より，金属キャスク標準の改定作業の進捗状況について，F4SC55-5

に基づき報告がなされた。 
 今回の分科会では，事務局コメント対応を審議いただく。 
 今後，５月末に転載許諾に関する資料を事務局に提出を予定しており，次回分科会で

転載許諾対応の審議を予定。 
 次回部会及び標準委員会へは，事務局から公衆審査結果の報告のみ行い，次々回の部

会及び標準委員会で，事務局コメント対応及び転載許諾対応の結果を踏まえた最終版

の審議をいただく予定。 
 
（６） 事務局コメント対応案について 

 松本委員より，F4SC55-6-1 及び F4SC55-6-2 に基づき，事務局コメントに対する対

応方針案について説明がなされ，本日の審議での意見を資料に反映した上で，了承さ
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れた。 
 また本日の審議結果を受け，事務局コメントに対する対応方針案を事務局に送り，コ

メントの主旨に相違ないか確認してもらうこととする。 
 主な意見は以下のとおり。 

・ 表１ No.4 ほか コメント対応方針欄；  「再検討し修正」との表現を「コメ

ントを反映し修正」とすべき。 
・ 表１ No.5ほか コメント対応方針欄；  「規則の表記に合わせることを意図」

との表現を「規則の表現をそのまま使用」とすべき。 
・ 表 2  No.11 コメント対応方針欄；  等は不要。『「使用する」の表記に統一

します。』と修正すべき。 
・ 事務局作成のコメントの表番号とコメント対応方針の表番号が混在して分かり

にくいため，記載を見直すべき。 
 
（７） コンクリートキャスク標準の改定に向けた対応について 

 白井幹事より，F4SC55-7 に基づき，コンクリートキャスク標準の改定に向けた対応

方針について提案がなされた。 
 作業会３の委員募集を 5 月 14 日期限で行い，次回 7 月分科会で委員承認し，来年度

の 5 カ年計画に向けた改定計画の検討を行うことが確認された。 
（作業会３の委員希望者は，期限までに幹事及び大岩委員へ連絡） 

 
（８） その他 
次回分科会予定 

 2021 年 7 月 
 

以 上 


